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令和６年３月２７日

札幌市教育委員会

スポーツ局

市民文化局

令和５年度 第2回
部活動地域移行及び
地域スポーツ・文化芸術活動の
機会確保に向けた検討委員会
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本日の議題

部活動指導員等の更なる活用に向けて

1 令和５年度実証事業の報告

２ 令和6年度の取組について

３ 部活動指導員等の更なる活用に向けて

４ 部活動地域移行の方向性の検討について
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１ 令和５年度実証事業の報告
3

① 中高生合同バドミントン練習会

② eスポーツ・プログラミング教室

〇スポーツ庁の令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業（運動部活動の地域移行に向けた実

証事業）により、子どもたちが地域でスポーツに継続して親しめる環境整備を進める際の課題解決に

取り組むためのモデル事業として実施。

〇開成中等教育学校及び旭丘高校を会場として、休日に市立中学生と市立高校生が合同で参加する

バドミントンの地域スポーツ活動を10月から２月にかけて開催。

〇子どもたちが地域で文化活動に継続して親しめる環境整備を進める際の課題解決に取り組むため

のモデル事業として実施（市の独自事業）。

〇札幌市生涯学習センター「ちえりあ」を会場に、休日に市立中学生が参加するeスポーツ及びプログ

ラミング教室を実施。

部活動の地域移行及び札幌市の実情に応じた持続可能な地域クラブ活動の構築に向けて以下の実
証事業を実施。

資料１
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１ 令和５年度実証事業の報告
4

① 中高生合同バドミントン練習会

【参加対象】
〇札幌市立中学校のバドミントン部に所属する生徒
〇会場の旭丘高校・開成中等教育学校のバドミントン部に所属する生徒

【実施期間】
令和5年10月～令和６年２月

【会場】
〇市立札幌開成中等教育学校

体育館・多目的ホール（バドミントンコート11面）
〇市立札幌旭丘高等学校

体育館（バドミントンコート６面）

【中学生参加者数（延べ人数）】

2月1月12月11月10月

11名15名9名21名30名
開成中等
教育学校

ー20名21名17名23名旭丘高校
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１ 令和５年度実証事業の報告
5

① 中高生合同バドミントン練習会

【報告】

リーフラス株式会社北海道支社

梶 賢介 様



6

１ 令和５年度実証事業の報告
6

② eスポーツ・プログラミング教室
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１ 令和５年度実証事業の報告
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② eスポーツ・プログラミング教室
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１ 令和５年度実証事業の報告
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② eスポーツ・プログラミング教室
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２ 令和６年度の取組予定について
9

① 実証事業の実施

② 外部指導者の更なる活用

〇 今年度実証事業の成果・課題等を踏まえながら、生徒の多様なニーズに対応するための新たな活

動機会の整備に向けた実証事業を実施予定。

〇 スポーツ活動としては、札幌市スポーツ協会と連携しながら、市内の複数のスポーツ施設を会場と

して、様々な種目が体験できる多種目体験型の地域スポーツクラブ活動のモデル事業を実施予定。

〇 文化活動としては、民間企業等と連携しながら、eスポーツ、プログラミングや演劇の地域クラブ活

動のモデル事業を実施予定。

〇部活動指導員

〇特別外部指導者

令和５年度 68名 ⇒ 令和６年度 83名

令和5年度 20名 ⇒ 令和６年度 ３２名

〇 部活動指導員等の外部専門人材の更なる活用に向けて、配置予算の増額、資格要件の緩和等の取

組を実施。

資料２
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令和５年度配置状況

３ 部活動指導員等の更なる活用に向けて
10
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文化部（18人）

R5運動部設置数 954部
設置割合 5.2%    

設置競技・種目

R5文化部設置数 ２３５部
設置割合 ７．６%

■20代 ■30代 ■40代 ■50代
■60代 ■70代 ■80代

平均年齢
62歳

令和５年度は、46校の68部活に68人の部活動指導員を配置。

資料３
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〇多様な人材の確保に向けた取組の充実

令和5年度は1,189部活に68人配置⇒配置割合5.7%

次年度に向けての課題

【参考】横浜市の部活動指導員

年齢構成（R5）

３ 部活動指導員等の更なる活用に向けて
11

R5R4R3R2R1H30

86464561946414760任用者数

1461461411388646配置校数

146147146146148148学校数

100％99.3%96.6%94.5%58.1%31.1%配置率

※令和5年度 ３，１２５部活に864人配置 ⇒配置割合 ２７．６％

116

235

8568
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169

97
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10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

【参考】横浜市の部活動指導員配置状況

※令和5年度 864人中、10代～30代が50％を占めている。
10代116人 20代235人 30代85人 計436人

・配置の拡充に向けて、学校のニーズに合う多様な人材の確保が課題

・持続可能な人材確保に向けて、大学生等の若年層の活用が必要
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３ 部活動指導員等の更なる活用に向けて
12

次のいずれかに該当する者（武道（柔道、剣
道等）については段位を有する者であるこ
と）

１ 学校部活動、地域クラブ等において指導
経験のある者

2 日本スポーツ協会又は各競技団体や関係
団体等が認定する指導者資格を所有してい
る者

3 指導予定の部活動の競技経験または活動
経験が、義務教育修了後３年以上ある者

令和６年度以降の取組① 資格要件の緩和

旧 新資格要件 新 新資格要件

以下のいずれかに該当する者

１ 教員免許状を有する者

２ 日本スポーツ協会又は各競技団体や関係
団体等が認定する指導者資格を所有してい
る者

３ 学校で部活動の指導経験を有する者
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３ 部活動指導員等の更なる活用に向けて
13

ほっかいどう部活動・地域クラブ活動サポーターバンクとは

〇 北海道教育委員会が、部活動の地域連携や地域移行の取組の

一環として令和5年3月から運用を開始。

〇 道内の公立中学校等において、部活動指導員や外部指導者

（外部コーチ）として部活動の指導等を行っていただける方など

を「ほっかいどう部活動・地域クラブ活動サポーター」として名簿

に登録し、部活動指導員等の配置を検討する市町村教育委員会

などに情報提供するもの。

令和６年度以降の取組②
ほっかいどう部活動・地域クラブ活動サポーターバンクとの連携
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３ 部活動指導員等の更なる活用に向けて

令和６年度以降の取組②
ほっかいどう部活動・地域クラブ活動サポーターバンクとの連携

14

登録者数 ７９人 平均年齢 ４3.9歳ほっかいどう部活動・地域クラブ活動サポーターバンクの登録状況
（札幌での勤務を希望する方）

教職経験の有無性別

職業 指導可能競技・種目

■男性 ■女性 ■現職教員
■教職経験有
■教職経験無

【その他1２名】フットサル、マンガ、アニメ、ゲーム、イラスト、演劇、
軽音楽、管弦楽、琴・三味線、写真、囲碁、クイズ研究会 等
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４ 部活動地域移行の方向性の検討について
15

３．改革の基本方針

学校部活動には教育的意義があることや地域の受け皿

の確保が見通せない状況であること等を踏まえ、教職員

や地域人材で指導を希望する者が指導することを前提

に、本市の学校部活動は今後も継続させる。

学校部活動の持続可能な運営体制の構築を図るため、

以下の４つの基本方針のもと実現に向けた具体的施策

を示す。

【基本方針】

Ⅰ こどもたちのスポーツ・文化芸術活動の充実を図る

Ⅱ 学校部活動の教育的意義や役割を保持する

Ⅲ 指導者の確保を含む運営体制の充実を図る

Ⅳ 持続可能な運営費用を確保し、全ての指導者に適正

な対価を支払う

熊本市教育委員会が設置する市部活動改革検討委員会による答申案
（R6.1.10公表）

熊本市

他都市の状況

奈良県

令和6年2月7日奈良県知事定例記者会見資料

資料４
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４ 部活動地域移行の方向性の検討について
16

静岡県掛川市

１ 基本目標

掛川市では、部活動の地域展開により、学校教育の一環として学

校が実施してきた「学校部活動」を、生涯学習の一環として地域団体

が実施する「かけがわ地域クラブ」へ移行する。このことにより、すべ

ての市民が、生涯にわたって地域で多様な文化・スポーツ活動に親

しむことができる持続可能な体制を目指す。

部活動地域展開推進計画（令和５年６月30日掛川市教育委員会）

山口県周南市

周南市地域クラブに係る方針について（令和５年１１月周南市教育委員会）


